様式第２号⑷（第２条関係）

                       eq \o\ad(木竹の伐採計画書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 １   eq \o\ad(行為の位置,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 ⑴ 建築物の敷地内  ⑵ 建築物の敷地外

	 ２   eq \o\ad(伐採木の区分,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 ⑴ 森林地内の木竹  ⑵ 森林地外で集団をなす木竹　⑶ 独立木

	 ３   eq \o\ad(隣接地の状況,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	４　行為地の状況及び行為概要
	⑴　 eq \o\ad(樹相,　　　　　　　　　　　　　)
	ア 針葉樹林 イ 広葉樹林 ウ 竹林 

エ 針広混交樹林(針　　：広　　　)

	
	⑵　樹齢又は樹齢範囲
	

	
	⑶　 eq \o\ad(疎密度,　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	⑷　伐採区域面積
	                       ㎡

	
	⑸　 eq \o\ad(伐採量,　　　　　　　　　　　　　)
	                       本                     ㎥

	
	⑹　伐 採 方 法
	ア 皆伐　イ 択伐（択伐率　  ％）　ウ 間伐　エ 除伐
　オ その他（ 　　  　 ）

	
	⑺　伐採主要樹種
	

	
	⑻　伐採木の形状
	 ア 樹　　高
	              　　　ｍ

	
	
	
	

	
	
	 イ 幹まわり
	              　　　ｍ

	 ５　伐採跡地の処理方法
	

	  ※  摘  要

	 注

１　４の⑹のイの｢択伐率｣は、伐採区域における総材積に対する択材量をいう。

    ２  ４の⑻のイの欄は、地上１.５ｍの高さの幹まわりを記載すること。
   なお、双幹以上のものは各幹まわり(１.５ｍのところが枝の分れ目であるものは、

枝の分れ目のすぐ上部の各幹まわり）の合計の70パーセントを記載すること。

    ３  ４の⑴､⑶､⑷及び⑹の欄は、独立木の場合には記入を要しない。

    ４  ※欄には、記入しないこと。























